


























































































































































































































































































従来の日本 'け.;〃’ 従来の日本 辮塞蝋
低い犯罪率 ／事件処理の統一性と一貫性ノ`雪， <'三’犯罪多発
高い検挙率 市民の
信頼と協力 `=鯵
迅速な裁判 `|雪，
関係職員の
質の高さ <'二，高い有罪率
低い
施設収容率 《|=秒
図６日本等の刑事司法の特徴
ここで、最近の日本の犯罪情勢については、種々の見方があるが、刑務所への収容が急増し、
ここ数十年で初めて刑務所が過剰収容にあることはデータ上確かである。すなわち、従来の日本
の状況（低い施設収容率）とは明確に異なってきており、日本の刑事司法がおかれている状況が
従来と異なりつつあることは明らかである（図７)。
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注：平成１７年版犯罪白書資料２－５による。
図７刑務所一日平均収容人員の推移
そのように、最近の日本の状況が従来の安心・安全といった状況から大きく変化してしまった
原因については多くの議論がなされているが、一つには、従来の治安の良さを当然のように受け
止め、その背景要因に対する配慮、特に市民からの信頼・協力の獲得、質の高い職員の確保を、
将来にわたって持続的に可能とするような中長期的なビジョンに立った努力が不足したことが指
摘できるのではないだろうか。自己中心的思考が肥大している今こそ、日本の社会全体で、経済
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的発展及び安心で安全な社会の基盤としての公正な社会あるいは社会規範（自我理想）の大切さ
について考え直す時期に来ているように思われる。
（３）おわりに
格差社会をテーマとした竹内'4を参考にすれば、今、大人や社会に求められていることは次の
ようになるのではないだろうか。
金銭さえ儲ければいいのではなく、社会における理念や正義の役割についての再考。
努力しだいで生活がよくなるという将来への希望を若者が抱くことのできるような社会全
体のビジョンの提示。
敗者復活の道筋・モラトリアム期間を認める制度的な工夫。
それぞれの居場所に満足感と誇りを持つことのできる社会作り。
■
■
■
■
金沢少年鑑別所で試みた就労支援の結果'5を見ても、中学校や高校からの落ちこぼれ意識が強
く、将来に対して積極的な展望の持てない者、潜在的な能力を活かせず、劣等感や自信の無さが
目立つ者が目立った。
また、現在の日本の刑務所には、施設収容を繰り返され－生のほとんどを刑務所で生活してい
る者、職員に対する敵意が強く教育的な働きかけを受け入れようとしない者等が多数収容されて
おり、過剰収容の一因となっている。しかし、彼らには、無邪気な寝顔を見せた時期、サンタク
ロースを信じ､枕もとのプレゼントに喜び飛び跳ねた子ども時代は無かったのだろうか､そして、
もう少し早期に適切な働きかけがなされれば、彼らにとっても、社会にとっても、違った解決策
があったのではないかと考えさせられる。
前稿では、最後の質問としてにころの豊かさとは？」を挙げた。安心で安全な社会を築くた
めには、社会全体で、今一度公正な社会の大切さとそれを維持するための持続的な努力の必要,性
を再確認するとともに、少年たちが画一的に評価され切り捨てられるのではなく、能力・適性に
応じて将来への夢や希望の持てる社会、回り道や失敗に対しても、周囲から支えられやり直しの
機会が与えられる社会を作り上げていくことが求められているように思われる。
ｌ黒澤良輔，「少年の再出発を支援する－少年鑑別所の現場から｣，こころの科学132号，日本評論社，2007年
２梶田叡一，「子どもの自己概念と教育｣，東京大学出版会，1985年
３清永賢二，「少年非行の世界一空洞の世代の誕生｣，有斐閣，1999年
』法務総合研究所，「平成１７年版犯罪白書｣，2005年
５内閣府人間力戦略研究会，「人間力戦略研究会報告書：若者に夢と目標を抱かせ、意欲を高める～信頼と連携の社
会システム～｣，内閣府，2003年
６ドミニクＳ・ライチエン他編著，「キー・コンピテンシー：国際標準の学力をめざして｣，明石書店，2006年
７経済産業省社会人基礎力に関する研究会，「中間取りまとめ｣，経済産業省，2006年
s服部朗，「児童福祉と少年司法との協業と分業｣，犯罪と非行第144号，2005年
,高知新聞社出版企業部，「心にひびくいい話｣，高知新聞社，1996年
loJaniceWoodCatano，「完壁な親なんかいない｣，ひとなる書房，2005年
－２８－
'1非行と向きあう親たちの会，「ＡＲＡＳＨＩ－その時：手記・親と子の｢非行｣体験｣，新科学出版社，
Ｉ２小此木圭吾，「自己愛人間｣，講談社，1984年
Ｉ３鈴木義男，「国際的視野から見た日本の刑事司法｣，犯罪と非行第50号，1981年
'‘竹内洋，「格差社会｣，毎日新聞2005年１１月１４日朝刊
'５黒澤良輔他，「少年鑑別所における職業キャリア形成支援の取組み｣，矯正教育研究第５１巻，2006年
1999年
－２９－
